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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 8 月 8 日に公表した業績予想を、下記の通り修正い

たしましたのでお知らせいたします。 
記 

１．連結業績予想数値の修正 
平成 27 年 3 月期通期（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり通期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 21,000 2,300 2,250 1,200 256.45
今回発表予想（B） 18,000 1,000 950 550 117.32
増減額（B－A） ▲3,000 ▲1,300 ▲1,300 ▲650 －

増減率（%） ▲14.3 ▲56.5 ▲57.8 ▲54.2 －

（ご参考）前期実績 13,075 407 435 223 47.86

 

２．業績予想の修正の理由等 

平成 26 年 8 月 8 日の通期予想につきましては、今期に売上計上する案件として、中国及

び台湾向けの検査関連装置及び露光装置を含む大型案件並びに有機ＥＬ用マスク加工装置案

件などが含まれておりました。 

しかし、パネルメーカーの設備投資時期の延伸及び新設工場の建設工事の遅れなどにより、

平成 26 年 8 月 8 日時点において今期売上計上見込みであった上記案件の一部につき今期の

売上計上を断念せざるを得ない見通しになりました。 

当社としては、売上高及び利益の減少を最小限に留めるべく受注活動に努めた結果、平成

26年 8月 8日時点では見込んでいなかった装置案件の売上計上が見込まれることになりまし

た。しかし、上記による売上高及び利益の減少を吸収できず、平成 27 年 3 月期の売上高は、

平成 26 年 8 月 8 日の通期予想よりも 3,000 百万円減少し 18,000 百万円となる見込みです。

利益面は、収益性の高い装置の売上減少により、営業利益 1,000 百万円、経常利益 950 百万

円、当期純利益 550 百万円の見込みとなりました。 

 

※上記の業績予想につきましては、本資料発表現在、当社が入手可能な情報に基づいて作成

しております。予想にはさまざまな不確定要素が内在されており、実際の業績は種々の要素

により業績予想とは異なる場合があることをご承知おきください。 

以上 


